
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小つ模多機⬟ クオリア 
 

 

㔜せ事㡯ㄝ明書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

あなた㸦又はあなたの家族㸧が利用しようと⪃えている小つ模多機⬟型居宅介ㆤサービスにつ

いて、契⣙を⥾⤖する前に▱っておいていただきたい内容をㄝ明いたします。わからないこと、

わかりにくいことがあれば、㐲慮なく㉁問をしてください。 

この「㔜せ事㡯ㄝ明書」は、小つ模多機⬟型居宅介ㆤサービス提供の契⣙⥾⤖に㝿して、 

ご注意いただきたいことをㄝ明するものです。 

 

㸯 小つ模多機⬟型居宅介ㆤサービスを提供する事業⪅について 

事 業 ⪅ 名 ⛠ 株式会♫ フィル 

代 ⾲ ⪅ 氏 名 㧘橋 昌⨾     㧘橋 のりこ 

本 ♫ 所 在 地 

㸦㐃⤡先及び㟁ヰ番号➼㸧 

⩌㤿┴㧗崎市⟪㒓町ⓑ川㸰㸰㸱㸳 

㟁ヰ・fax 027-377-4272 

法人タ❧年月日 平成㸰㸳年㸷月㸰日 

 

㸰 利用⪅に対してのサービス提供を実施する事業所について 

(1) 事業所の所在地➼ 

事 業 所 名 ⛠ 小つ模多機⬟ クオリア 

介 ㆤ 保 㝤 指 定 

事 業 所 番 号 
1090200716 

事 業 所 所 在 地 ⩌㤿┴㧗崎市⟪㒓町ⓑ川㸰㸰㸱㸳 

 

(2) 事業の┠ⓗ及び㐠営の方㔪 

事 業 の ┠ ⓗ 

せ介ㆤ⪅の居宅及び事業所において、家庭ⓗな環境と地域住民との交流

の下で、入浴、排泄、㣗事➼の介ㆤ、その他の日常生活上の世ヰ及び機

⬟カ⦎を⾜う事により、利用⪅がその有する⬟力に応じ、その居宅にお

いて⮬❧した日常生活が営むことができるようにすることを┠ⓗとす

る。 

㐠 営 の 方 㔪 

地域住民、㧗崎市、地域包括支援センター、地域の保健⚟♴医療サービ

スの提供主体との㐃携を図り、㏻いを中心としてせ介ㆤ⪅の希望や様態

に応じてゼ問や宿泊を⤌み合わせ、⥲合ⓗなサービスの提供を⾜う事に

より、利用⪅の居宅における生活の⥅⥆を支援するよう努める。 

 

(3) 事業所の⫋員体制 

⟶理⪅ 市川 智也 

 

⫋ ⫋ 務 内 容 人 員 数 

⟶理⪅ 

1 事業所の従業⪅・業務の⟶理を一元ⓗに⾜います。 

2 法令➼においてつ定されている小つ模多機⬟型居宅

介ㆤ㸦介ㆤ予㜵小つ模多機⬟型居宅介ㆤ㸧の実施に㛵

し、従業⪅に対し㑂守すべき事㡯において指揮命令を

⾜います。 

常 勤   㸯名 

 

兼務㸦介ㆤ⫋員㸧 



 

 

介ㆤ支援 

専㛛員 

1 㐺切なサービスが提供されるよう介ㆤィ画を作成 

します。 

2 㐃携する介ㆤ⪁人⚟♴施タ、介ㆤ⪁人保健施タ、医療

機㛵➼との㐃⤡・ㄪ整を⾜います。 

常勤   㸰  名 

㠀常勤  名 

兼務㸦  㸰   㸧 

介ㆤ従業⪅ 1 利用⪅に対し必せな介ㆤ及び世ヰ、支援を⾜います。 

┳ㆤ⫋員  2名 

常 勤    2名 

㠀常勤     名 

兼務㸦介ㆤ⫋員㸧 

介ㆤ⫋員  11名 

常 勤     8名 

㠀常勤    3名 

 

(4)営業日、営業時㛫及び実施地域 

営 業 日 365日 

①  ㏻いサービス提供時㛫 基本時㛫 㸷時㹼㸯㸴時まで 

②  宿泊サービス提供時㛫 基本時㛫 㸯㸴時㹼㸷時まで 

③  ゼ問サービス提供時㛫 24時㛫 

   ㏻常の事業の実施地域 㧗崎市㸦旧⟪㒓町、旧⩌㤿町、旧榛名町、㧗崎市北㒊㸧 

 

(5)Ⓩ㘓定員及び利用定員 

 

㸱 提供するサービスの内容及び㈝用について 

(1) 提供するサービスの内容について 

サービス区分と✀㢮 サ ー ビ ス の 内 容 

介 ㆤ ィ 画 の 作 成 

1 サービスの提供㛤始時に、利用⪅が住み慣れた地域で生活を

⥅⥆することができるよう、地域住民との交流や地域活動へ

の参加を図りつつ、利用⪅の心㌟の状況、希望及びその⨨か

れている環境を㋃まえて、㏻いサービス、ゼ問サービス、及

び宿泊サービスを柔㌾に⤌み合わせ、他の小つ模多機⬟型居

宅介ㆤ㸦介ㆤ予㜵小つ模多機⬟型居宅介ㆤ㸧従業⪅との協㆟

の上、援助┠標、当ヱ┠ⓗを㐩成するための具体ⓗなサービ

ス内容をグ㍕した小つ模多機⬟型居宅介ㆤ㸦介ㆤ予㜵小つ模

多機⬟型居宅介ㆤ㸧ィ画を作成します。 

2 利用⪅に応じて作成した介ㆤィ画について、利用⪅及びその

家族に対して、その内容についてㄝ明し同意を得ます。 

3 ィ画を作成した㝿には、当ヱ小つ模多機⬟型居宅介ㆤ㸦介ㆤ

予㜵小つ模多機⬟型居宅介ㆤ㸧ィ画を利用⪅に交付します。 

4 作成に当たっては、利用⪅の状態に応じた多様なサービスの

提供に努め、さらに作成後は実施状況の把握を⾜い、必せに

応じて介ㆤィ画の変更を⾜います。 

┦ ㄯ ・ 援 助 ➼ 
1 利用⪅の心㌟の状況➼をⓗ☜に把握し、利用⪅・家族の┦ㄯ

に㐺切に応じ、支援を⾜います。 

Ⓩ㘓定員 㸰㸲名 
㏻いサービス 

利用定員 
㸯㸰名 

宿泊サービス

利用定員 
㸷名 



 

 

㏻

い

サ

勖

ビ

ス

及

び

宿

泊

サ

勖

ビ

ス

に

㛵

す

る

内

容 

介 ㆤ サ ー ビ ス 

1  ⛣動㺃⛣乗介助 

  介助が必せな利用⪅に対して、室内の⛣動、㌴いすへの⛣乗

の介助を⾜います。 

2 排せつの介助 

  介助が必せな利用⪅に対して、トイレㄏ導、おむつ交換を⾜

います。 

3 ぢ守り➼ 

  利用⪅の安否☜ㄆ➼を⾜います。 

健 康 の チ ェ ッ ク 1 ⾑圧測定・体温測定・利用⪅の健康状態の把握に努めます。 

機 ⬟ カ ⦎ 

1  日常生活動作を㏻じたカ⦎ 

利用⪅の⬟力に応じて、㣗事、入浴、排せつ、更⾰などの日

常生活動作を㏻じたカ⦎を⾜います。 

2  レクリエーションを㏻じたカ⦎ 

   利用⪅の⬟力に応じて、㞟団ⓗに⾜うレクリエーションや歌

唱、体操などを㏻じたカ⦎を⾜います。 

入 浴 サ ー ビ ス 
1  入浴の提供及び介助が必せな利用⪅に対して、入浴㸦全㌟浴・

㒊分浴㸧の介助や清拭㸦㌟体を拭く㸧、洗㧥などを⾜います。 

㣗 事 サ ー ビ ス 

1 㣗事の提供及び、㣗事の介助を⾜います。 

2 㣗事は㣗堂でとっていただくよう㓄慮します。 

3 ㌟体状況・嗜好・栄㣴バランスに㓄慮して作成した献❧⾲に

基づいて提供します。 

㏦ ㏄ サ ー ビ ス 

1 事業⪅が保有する⮬動㌴により、利用⪅の居宅と事業所まで

の㛫の㏦㏄を⾜います。 

ただし、㐨㊰が狭いなどの事情により、⮬動㌴による㏦㏄が

困㞴な場合は、㌴いす又は歩⾜介助により㏦㏄を⾜うことが

あります。 

ゼ

問

サ

勖

ビ

ス

に

㛵

す

る

内

容 

㌟ 体 の 介 ㆤ 

1  排せつ介助 

  排せつの介助・おむつの交換を⾜います。 

2 㣗事介助 

  㣗事の介助を⾜います。 

3 清拭➼ 

 入浴㸦全㌟浴・㒊分浴㸧の介助や清拭㸦㌟体を拭く㸧、洗㧥な

どを⾜います。また、日常ⓗな⾜為としての㌟体整容を⾜い

ます。 

4 体位変換 

  床ずれ予㜵のため、体位変換を⾜います。 

生 活 介 助 

1 ㈙い物 

  利用⪅の日常生活に必せな物品の㈙い物を⾜います。 

2 ㄪ理 

  利用⪅の㣗事の介助を⾜います。 

3 住居の掃㝖 

  利用⪅の居室の掃㝖や整理整㡻を⾜います。 

4 洗濯 

  利用⪅の⾰㢮➼の洗濯を⾜います。 

そ の 他 1 利用⪅の安否☜ㄆ➼をゼ問又は㟁ヰ➼により⾜います。 

 



 

 

 

㸦㸰㸧小つ模多機⬟型居宅介ㆤ従業⪅の⚗止⾜為 

小つ模多機⬟型居宅介ㆤ従業⪅はサービスの提供に当たって、次の⾜為は⾜いません。 

① 医療⾜為㸦ただし、┳ㆤ⫋員、機⬟カ⦎指導員が⾜うデ療の⿵助⾜為を㝖く。㸧 

② 利用⪅又は家族の㔠㖹、㡸㈓㔠㏻帳、ド書、書㢮などの㡸かり 

③ 利用⪅又は家族からの㔠㖹、物品、㣧㣗の授受 

④ 利用⪅の同居家族に対するゼ問サービスの提供 

⑤ 利用⪅の日常生活の⠊囲を㉸えたゼ問サービス提供㸦大掃㝖、庭掃㝖など㸧 

⑥ 利用⪅の居宅での㣧㓇、喫煙、㣧㣗㸦居宅介ㆤィ画に位⨨付けられているものを㝖く㸧 

⑦ ㌟体拘束その他利用⪅の⾜動を制㝈する⾜為㸦利用⪅又は➨三⪅➼の生命や㌟体を保ㆤす

るため⥭急やむを得ない場合を㝖く㸧 

⑧ その他利用⪅又は家族➼に対して⾜なう宗教活動、政治活動、営利活動、その他㏞惑⾜為 

 

㸦㸱㸧介ㆤ保㝤⤥付サービス利用料㔠 

≪小つ模多機⬟型居宅介ㆤ㈝≫ ひと月につき㸦月定㢠㸧 
 

せ介ㆤ度 せ介ㆤ㸯 せ 423介ㆤ㸰 せ介ㆤ㸱 せ介ㆤ㸲 せ介ㆤ㸳 

所定単位 10,458単位 15,370単位 22,359単位 24,667単位 27,209単位 

⮬己㈇担㢠 

㸦㸯割㸧 
10,458円 15,370円 22,359円 24,667円 27,209円 

⮬己㈇担㢠 

㸦㸰割㸧 
20,916円 30,740円 44,718円 49,334円 54,418円 

⮬己㈇担㢠 

㸦3 割㸧 
31,374円 46,110円 67,077円 74,001円 81,627円 

※  地域区分別の単価(㸴⣭地 㸯㸮.㸱㸱円)が加⟬されます。 

※ せ介ㆤ度別に応じて定められた㔠㢠㸦┬令によって変更あり㸧から介ㆤ保㝤⤥付㢠を㝖いた

㔠㢠が利用⪅㈇担㢠になります。 

※ 介ㆤ保㝤からの⤥付㢠に変更があった場合、変更された㢠に合わせて、利用⪅の㈇担㢠を変

更します。 

※ 月㏵中からⓏ㘓した場合、又は月㏵中からⓏ㘓を⤊了した場合には、Ⓩ㘓した期㛫に応じて

日割りした料㔠をお支払いいただきます。 

※ Ⓩ㘓日とは利用⪅と事業⪅が契⣙を⥾⤖した日ではなく、サービスを実㝿に利用㛤始した日

をゝいます。 

※ Ⓩ㘓⤊了日とは利用⪅と事業⪅の利用契⣙を⤊了した日をゝいます。 

※ ㏻常の事業の実施地域を㉸えて⾜う指定小つ模多機⬟型居宅介ㆤにせした交㏻㈝及び㏦㏄に

かかる㈝用は、その実㈝を徴収します。なお、⮬動㌴を使用した場合の交㏻㈝及び㏦㏄にか

かる㈝用は、事業所から片㐨おおむね㸯㸮キロメートル以上について㸯キロメートルあたり

㸯㸳㸮円㸦片㐨あたり㸧となります。 

※ 入㝔➼でサービスを利用してない期㛫に於いても、契⣙をゎ㝖しない場合は利用料㔠が発生

します。 

 

 

 

 



 

 

≪▷期小つ模多機⬟型居宅介ㆤ㈝≫ 㸯日につき 
 

せ介ㆤ度 せ介ㆤ㸯 せ介ㆤ㸰 せ介ㆤ㸱 せ介ㆤ㸲 せ介ㆤ㸳 

所定単位 572単位 640単位 709単位 777単位 843単位 

⮬己㈇担㢠㸦1 割㸧  572円  640円  709円  777円  843円 

⮬己㈇担㢠㸦2 割㸧 1,144円 1,280円 1,418円 1,554円 1,686円 

⮬己㈇担㢠㸦3 割㸧 1,716円 1,920円 2,127円 2,331円 2,529円 

※ 地域区分別の単価(㸴⣭地 㸯㸮.㸱㸱円)が加⟬されます。 

 

(4)加⟬料㔠 

以下のせ件を満たす場合、㸦㸱㸧の基本㒊分に以下の料㔠が加⟬されます。 

小つ模多機⬟型居宅介ㆤ 㸯割㈇担の場合 

加⟬の✀㢮 加⟬及び⟬定の内容 

加⟬㢠 

所定単位

数 

⮬己㈇

担㢠 

初期加⟬ 

利用を㛤始した日から 30日㛫に係る㸯日当たりの加⟬料㔠です。 

30日を㉺える入㝔をされた後に再び利用を㛤始した場合も含みま

す。 

30単位 30円 

ㄆ ▱ 症 加 ⟬

㸦Ⅱ㸧 

ㄆ▱症㧗㱋⪅の日常生活⮬❧度Ⅲ以上の⪅に対して、専㛛ⓗなㄆ▱症

ケアを実施した場合。 

当ヱ事業所の従業⪅に対して、ㄆ▱症ケアに㛵する留意事㡯の伝㐩又

は技⾡ⓗ指導に係る会㆟を定期ⓗに㛤催 

890単位 890円 

ㄆ ▱ 症 加 ⟬

㸦Ⅳ㸧 

せ介ㆤ㸰であって、周囲の⪅による日常生活に対する注意を必せ

とする利用⪅㸦ㄆ▱症㧗㱋⪅の日常生活⮬❧度Ⅱ㸧の場合に⟬定

する㸯月当たりの加⟬料㔠です。 

460単位 460円 

中山㛫地域➼

における小つ

模事業所加⟬ 

㇦㞷地帯に指定されている地域に所在する事業所がサービス提供

を⾜った場合の加⟬です。 

所定単位

数×10㸣 

左グ㢠

の 

㸯割 

┳ㆤ⫋員㓄⨨ 

加⟬㸦Ⅱ㸧 

専従の准┳ㆤ師を㸯名以上㓄⨨している場合の㸯月当たりの加⟬

料㔠です。 
700単位 700円 

サービス提供

体制強化加⟬

㸦Ⅲ㸧 

介ㆤ⚟♴士が 40㸣以上、または、常勤⫋員が 60㸣以上、または、勤

⥆ 7 年以上の⫋員が 30㸣以上、のいずれかにヱ当する場合に加⟬さ

れます。 
350単位 350円 

生活機⬟向上

㐃携加⟬㸦Ⅰ㸧

㸦Ⅱ㸧 

ゼ問リハビリ事業所又は医療提供施タの医師、理学療法士➼の助

ゝに基づき小つ模多機⬟型居宅介ㆤィ画書を作成し、実施をした

場合に⟬定する 1月当たりの加⟬料㔠です。㸦Ⅰ㸧は 3月に 1回。 

Ⅰ㸧100

単位 

Ⅱ㸧200

単位 

100円 

200円 

⛉学ⓗ介ㆤ推

㐍体制加⟬ 

ADL 値、栄㣴状態、口⭍機⬟、ㄆ▱症の状況➼の基本ⓗな情報を

厚生労働┬に提出し、フィードバックされた情報を介ㆤィ画のぢ

┤➼に活用した場合の 1月当たりの加⟬料㔠です。 

40単位 40円 

介ㆤ⫋員 

処㐝改善加⟬

Ⅱ 

当ヱ加⟬の⟬定せ件を満たす場合の 1月当たりの加⟬料㔠です。 
⥲単位×

22.4㸣 

左グ㢠

の 

㸯割 

┳取り㐃携体

制加⟬ 

┳ㆤ⫋員㓄⨨加⟬Ⅰを⟬定している場合に㝈り、死亡日及び死亡

日以前㸱㸮日以下について㸯日につき㸴㸲単位を死亡月に加⟬し

ます。 

64単位 64円 



 

 

⥲合マネジメ

ント体制強化

加⟬㸦Ⅰ㸧 

小つ模多機⬟型居宅介ㆤの㉁を⥅⥆ⓗに⟶理した場合の 1 月当た

りの加⟬料㔠です。 

1,200単

位 

1,200

円 

ゼ問体制強化 

加⟬ 

ゼ問サービスの提供に当たる常勤の⫋員を 

2名以上㓄⨨し、1月の㏙べゼ問回数が 200回以上である場合の 1

月当たりの加⟬料㔠です。 

1,000単

位 

1,000

円 

※ (事業⪅が法定代理受㡿を⾜わない場合㸧上グに係る利用料は、全㢠をいったんお支払いただ 

きます。この場合、「サービス提供ド明書」を交付しますので、㺀㡿収書㺁を添えてお住まいの

市町村に居宅介ㆤサービス㈝の支⤥㸦利用⪅㈇担㢠を㝖く㸧申ㄳを⾜ってください。 

※ 上グ⮬己㈇担㢠は 1割㈇担の㔠㢠です。2割㈇担の場合は、上グ㔠㢠に 2割を乗じた㔠㢠とな

ります。3割㈇担の場合は、上グ㔠㢠に 3割を乗じた㔠㢠となります。 

※ ⥲合マネジメント体制強化加⟬Ⅰ、小多機⬟型サービス提供体制加⟬Ⅲ、小多機⬟型中山㛫

地域➼提供加⟬、処㐝改善加⟬Ⅱ及びゼ問体制強化加⟬は㝈度㢠外となります。 

 

(5)その他の㈝用について 

  以下の㔠㢠は利用料の全㢠が利用⪅の㈇担になります。 

①㣗事の提供に 

せする㈝用 

朝㣗  㸱㸮㸮円/回  

昼㣗  㸴㸮㸮円/回  

夕㣗  㸴㸮㸮円/回  

おやつ 㸯㸮㸮円/回  

②宿泊にせする

㈝用 
㸯,㸶㸮㸮円/㸯泊   

③おむつ代 

⣬おむつ・リハビリパンツ㸯㸳㸮円 

尿取りパット㸦大㸧㸱㸮円 

尿取りパット㸦小㸧㸯㸳円 

おむつ➼廃棄代 㸱㸮円/㸯枚㸦⣬おむつ➼持ち㎸み、⮬宅での廃棄可㸧 

④その他 

日常生活において㏻常必せとなるものに係る㈝用で利用⪅が㈇担すること

が㐺用とㄆめられるもの。 

・レクリエーション代 

・利用⪅の希望によって、㌟の回り品として日常生活に必せなもの 

・利用⪅の希望によって、教㣴娯楽として日常生活に必せなもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

㸲 利用料、利用⪅㈇担㢠(介ㆤ保㝤を㐺用する場合)その他㈝用のㄳ求及び支払い方法について 

① 利用料、利用⪅㈇担㢠

㸦介ㆤ保㝤を㐺用す

る場合㸧、その他の㈝

用のㄳ求方法➼ 

 

ア 利用料利用⪅㈇担㢠㸦介ㆤ保㝤を㐺用する場合㸧及びその他の

㈝用の㢠はサービス提供ごとにィ⟬し、利用月ごとの合ィ㔠㢠

によりㄳ求いたします。 

イ 上グに係るㄳ求書は、利用明⣽を添えて利用月の⩣月㸯㸳日ま

でに利用⪅あてにお届け㸦㒑㏦㸧します。  

② 利用料、利用⪅㈇担㢠

㸦介ㆤ保㝤を㐺用す

る場合㸧、その他の㈝

用の支払い方法➼ 

 

ア サービス提供の㒔度お渡しするサービス提供グ㘓の利用⪅控え

と内容を照合のうえ、ㄳ求月の㸰㸮日までに、下グのいずれか

の方法によりお支払い下さい。 

(イ)㖟⾜振㎸み 

(ウ)現㔠支払い 

イ お支払いの☜ㄆをしましたら、支払い方法の如何によらず、㡿

収書をお渡ししますので、必ず保⟶されますようお㢪いします。

㸦医療㈝控㝖の㑏付ㄳ求の㝿に必せとなることがあります。㸧 

※利用料、利用⪅㈇担㢠㸦介ㆤ保㝤を㐺用する場合㸧及びその他の㈝用の支払いについて、正

当な理由がないにもかかわらず、支払い期日から㸰月以上㐜延し、さらに支払いの╩促から

14 日以内に支払いが無い場合には、サービス提供の契⣙をゎ㝖した上で、未払い分をお支払

いいただくことがあります。 

 

㸳 サービスの提供にあたって 

㸦1㸧 サービスの提供に先❧って、介ㆤ保㝤⿕保㝤⪅ドにグ㍕された内容㸦⿕保㝤⪅㈨格、せ介

ㆤㄆ定の有無及びせ介ㆤㄆ定の有効期㛫㸧を☜ㄆさせていただきます。⿕保㝤⪅の住所な

どに変更があった場合は㏿やかに当事業⪅にお▱らせください。 

㸦2㸧 利用⪅がせ介ㆤㄆ定を受けていない場合は、利用⪅の意思を㋃まえて㏿やかに当ヱ申ㄳが

⾜われるよう必せな援助を⾜います。また、必せとㄆめられるときは、せ介ㆤㄆ定の更新

の申ㄳが、㐜くとも利用⪅が受けているせ介ㆤㄆ定の有効期㛫が⤊了する 30日前にはなさ

れるよう、必せな援助を⾜います。 

㸦3㸧 サービス提供は「小つ模多機⬟型居宅介ㆤィ画㺁に基づいて⾜ないます。なお、「小つ模多

機⬟型居宅介ㆤィ画」は、利用⪅➼の心㌟の状況や意向などの変化により、必せに応じて

変更します。 

㸦4㸧 小つ模多機⬟型居宅介ㆤに対するサービス提供に㛵する具体ⓗな指♧や命令は、すべて当

事業⪅が⾜いますが、実㝿の提供にあたっては、利用⪅の心㌟の状況や意向に充分な㓄慮

を⾜います。 

 

㸴 ⾨生⟶理➼ 

(1) ⾨生⟶理について 

利用⪅の使用する施タ、㣗器その他のタ備又は㣧用に供する水について、⾨生ⓗな⟶理に

努めるとともに⾨生上必せな措⨨をㅮじます。 

(2) 感染症対⟇マニュアル 

ノロウイルス・インフルエンザ・新型コロナウィルス➼の感染症予㜵マニュアルを整備し、

従業⪅に周▱徹底します。 

(3) 新型コロナ・感染症予㜵及び⶝延㜵止について 

   新型コロナ感染症、その他感染症の予㜵及び⶝延㜵止を図ることを┠ⓗとし、委員会をタ

⨨し、指㔪及び◊修内容➼を⟇定します。また、◊修、シミュレーションを⾜います。委員



 

 

会は年 2回以上㛤催します。委員会で検ウされた事㡯は全⫋員に周▱します。 

新型コロナ・感染症対⟇委員会  

委員㛗・㈐任⪅ 
㔠井 博之 

(4) 他機㛵との㐃携について 

事業所において㣗中毒及び感染症が発生し又は⶝延しないように必せな措⨨をㅮじます。

また、㣗中毒及び感染症の発生を㜵止するための措⨨➼について、必せに応じて保健所の

助ゝ、指導を求めるとともに、常に密接な㐃携に努めます。 

 

㸵 㠀常災害対⟇ 

㸦㸯㸧事業所に災害対⟇に㛵する担当⪅㸦㜵火⟶理⪅㸧を⨨き、㠀常災害対⟇に㛵する取り⤌み

を⾜います。 

㸦㸰㸧災害対⟇に㛵する担当⪅㸦㜵火⟶理⪅㸧氏名㸸㸦 㧘橋 のりこ  㸧 

㠀常災害に㛵する具体ⓗィ画を❧て、㠀常災害時の㛵係機㛵への㏻報及び㐃携体制を整備

し、それらを定期ⓗに従業員に周▱します。 

㸦㸱㸧定期ⓗに㑊㞴、救出その他必せなカ⦎を⾜います。 

㑊㞴カ⦎実施時期㸸㸦毎年㸰回 㸲月・㸯㸮月㸧 

㸦㸲㸧㠀常災害時対応委員会及び業務⥅⥆委員会をタ⨨します。委員会で検ウされた事㡯は全⫋

員に周▱します。また、◊修を⾜います。 

㠀常災害時対応委員会                             

委員㛗・㈐任⪅ 
市川 智也 

 

㸶 業務⥅⥆ィ画の⟇定➼ 

感染症や災害が発生した場合にあっても、必せなサービスが⥅⥆ⓗに提供できる体制を構

⠏するほ点から、㠀常災害時委員会及び新型コロナ・感染症対⟇委員会により、業務⥅⥆に

向けたィ画➼の⟇定及び◊修、シミュレーションの実施を⾜います。 

   

㸷 㸦カスタマー㸧ハラスメントについて 

㸦㸯㸧㐺切なサービス提供を☜保するほ点から、⫋場において⾜われる性ⓗなゝ動又は優㉺ⓗな

㛵係を⫼景としたゝ動であって業務上必せかつ┦当な⠊囲を㉸えたものにより⫋員の就業

環境が害されることを㜵止するために、㸦カスタマー㸧ハラスメント委員会をタ⨨し、指㔪

の⟇定及び◊修を⾜います。委員会は年 2回以上㛤催します。委員会で検ウされた事㡯は全

⫋員に周▱します。 

ハラスメント委員会                 

委員㛗 
本多 倫子 

㸦㸰㸧㐺切なサービス提供が困㞴となるようなカスタマーハラスメントが発生した場合は、ヰし

合い及び申し入れを⾜い、改善を提ゝします。改善のぢ㎸みがなく、㐺切なサービス提供が

不可⬟となった場合は、14日以上の猶予期㛫をタけ、契⣙をゎ㝖させていただきます。 

 

 

 

 

 

 



 

 

10 ⹢待の㜵止について 

㸦㸯㸧事業⪅は、利用⪅➼の人権の擁ㆤ・⹢待の㜵止➼のために、次に掲げるとおり必せな措⨨

をㅮじます。 

⹢待の㜵止のための対⟇を検ウする委員会をタ⨨し、㈐任⪅㸦委員㛗㸧を㑅定し、指㔪の⟇

定➼及び◊修を⾜います。委員会は年 2回以上の㛤催を⾜います。委員会で検ウされた事㡯

は全⫋員に周▱します。 

⹢待㜵止に㛵する 

㈐任⪅ 委員㛗 
本多 倫子 

㸦㸰㸧成年後ぢ制度の利用を支援します。 

㸦㸱㸧従業⪅に対する⹢待㜵止を啓発㺃普及するための◊修を実施しています。それらの◊修➼

を㏻じて、従業⪅の人権意㆑の向上や、▱㆑・技⾡の向上に努めます。 

㸦㸲㸧個別支援ィ画の作成など㐺切な支援の実施に努めます。 

㸦㸳㸧従業⪅が支援にあたっての悩みやⱞ労を┦ㄯできる体制を整えるほか、従業⪅が利用⪅➼

の権利擁ㆤに取り⤌める環境の整備に努めます。 

 

11 ㌟体拘束について 

事業⪅は、原則として利用⪅に対して㌟体拘束を⾜いません。ただし、⮬傷他害➼のおそれ

がある場合など、利用⪅本人または他人の生命・㌟体に対して危㝤が及ぶことが⪃えられる 

 

 

ときは、利用⪅やその家族に対して、㌟体拘束の内容、┠ⓗ、理由、拘束の時㛫➼をㄝ明し

同意を得た上で、次に掲げることに留意して、必せ最小㝈の⠊囲内で⾜うことがあります。 

その場合は、㌟体拘束の内容、┠ⓗ、拘束時㛫、⤒㐣ほ察や検ウ内容をグ㘓し、㸳年㛫保存

します。また事業⪅として、㌟体拘束をなくしていくための取り⤌みを✚極ⓗに⾜います。 

㸦1㸧 ⥭急性㺃㺃㺃㺃㺃㺃┤ちに㌟体拘束を⾜わなければ、利用⪅本人または他人の生命・㌟体に危㝤

が及ぶことが⪃えられる場合に㝈ります。 

㸦2㸧 㠀代替性㺃㺃㺃㺃㌟体拘束以外に、利用⪅本人または他人の生命・㌟体に対して危㝤が及ぶこ

とを㜵止することができない場合に㝈ります。 

㸦3㸧 一時性㺃㺃㺃㺃㺃㺃利用⪅本人または他人の生命・㌟体に対して危㝤が及ぶことがなくなった場

合は、┤ちに㌟体拘束をゎきます。 

 

12 事故発生時の対応方法について 

利用⪅に対する小つ模多機⬟型居宅介ㆤの提供により事故が発生した場合は、市町村、利用

⪅の家族に㐃⤡を⾜うとともに、必せな措⨨をㅮじます。 

事故の状況及び事故に㝿して採った処⨨・⤒㐣をグ㘓し、原因の分析、再発㜵止のための取

り⤌みを⾜います。 

また、利用⪅に対する小つ模多機⬟型居宅介ㆤの提供により㈺償すべき事故が発生した場合

は、損害㈺償を㏿やかに⾜います。なお、事業⪅は、次の損害㈺償保㝤に加入しています。 

 

 

 

 

 

保 㝤 会 ♫ 名 あいおいニッセイ同和損保 

保 㝤 名 介ㆤ保㝤・♫会⚟♴事業⪅⥲合保㝤 



 

 

13 ⥭急時の対応方法について 

小つ模多機⬟型居宅介ㆤの提供中に、利用⪅に病状の急変が生じた場合その他必せな場合は、

㏿やかに主治の医師への㐃⤡を⾜う➼の必せな措⨨をㅮじるとともに、利用⪅が予め指定す

る㐃⤡先にも㐃⤡します。また、主治医への㐃⤡が困㞴な場合は、救急搬㏦➼の必せな措⨨

をㅮじます。 

 

14 サービス提供に㛵する┦ㄯ、ⱞ情について 

(1) ⱞ情処理の体制及び手㡰 

提供した小つ模多機⬟型居宅介ㆤに係る利用⪅及びその家族からの┦ㄯ及びⱞ情を受け付

けるための❆口をタ⨨します。㸦下⾲にグす【事業⪅の❆口】のとおり㸧 

 

┦ㄯ及びⱞ情に円滑かつ㐺切に対応するための体制及び手㡰は以下のとおりとします。 

(2) ⱞ情申❧の❆口 

【事業⪅の❆口】 

小つ模多機⬟クオリア 

代⾲取⥾役  㧘橋 のりこ 

所  在  地 ⩌㤿┴㧗崎市⟪㒓町ⓑ川 2235 

㟁 ヰ 番 号 027-333-8197 

F A X 番 号   027-333-2497 

受 付 時 㛫 9:00㹼18:00 

【市町村㸦保㝤⪅㸧の❆口】 

㧗崎市役所 介ㆤ保㝤担当ㄢ 

所  在  地 ⩌㤿┴㧗崎市㧗松町 35-1 

㟁 ヰ 番 号 027-321-1219 

F A X 番 号 027-327-6470 

受 付 時 㛫 8:30㹼17:15 

【公ⓗ団体の❆口】 

⩌㤿┴国民健康保㝤団体㐃合会 

 

所  在  地 ⩌㤿┴前橋市元⥲♫町 335-8 

㟁 ヰ 番 号 027-290-1323 

ホームページ http://gunmakokuho.or.jp/ 

受 付 時 㛫 9:00㹼17:00㸦土日⚃は休み㸧 

 

 

 

あなたの 

主治医 

医療機㛵名  医師名  

所 在 地  㟁ヰ番号  

  

 

⥭急㐃⤡先① 

 

氏 名  ⥆  柄  

住 所 〒 

㟁 ヰ 番 号  

 

 

⥭急㐃⤡先② 

 

氏 名  ⥆  柄  

住 所 〒 

㟁 ヰ 番 号  

 

協力医療機㛵 
医療機㛵名  ⩌㤿病㝔 デ療⛉┠  ⢭⚄⛉ 

住 所  㧗崎市✄Ⲵ台 136 㟁ヰ番号  027-373-2251 

 

協力施タ 

 

施 タ 名  ⪁人保健施タみさと 施タ✀㢮 介ㆤ⪁人保健施タ 

住 所  㧗崎市⟪㒓町上Ⱚ 628-2 㟁ヰ番号 027-371-4352 



 

 

15 ⛎密の保持と個人情報の保ㆤについて 

①  
利用⪅及びそ

の家族に㛵す

る⛎密の保持

について 

 

① 事業⪅は、利用⪅の個人情報について「個人情報の保ㆤに㛵する法律」

及び厚生労働┬が⟇定した「医療・介ㆤ㛵係事業⪅における個人情報の

㐺切な取り扱いのためのガイドライン」を㑂守し、㐺切な取り扱いに努

めるものとします。 

② 事業⪅及び事業⪅の使用する⪅㸦以下「従業⪅」という。㸧は、サービ

ス提供をする上で▱り得た利用⪅及びその家族の⛎密を正当な理由な

く、➨三⪅に漏らしません。 

③ また、この⛎密を保持する⩏務は、サービス提供契⣙が⤊了した後にお

いても⥅⥆します。 

④ 事業⪅は、従業⪅に、業務上▱り得た利用⪅又はその家族の⛎密を保持

させるため、従業⪅である期㛫及び従業⪅でなくなった後においても、

その⛎密を保持するべき旨を、従業⪅との㞠用契⣙の内容とします。  

②  
個人情報の保

ㆤについて 

 

① 事業⪅は、利用⪅から予め文書で同意を得ない㝈り、サービス担当⪅会

㆟➼において、利用⪅の個人情報を用いません。また、利用⪅の家族の

個人情報についても、予め文書で同意を得ない㝈り、サービス担当⪅会

㆟➼で利用⪅の家族の個人情報を用いません。 

② 事業⪅は利用⪅及びその家族に㛵する個人情報が含まれるグ㘓物㸦⣬の

もの、㟁☢ⓗグ㘓を含む㸧については、善Ⰻな⟶理⪅の注意をもって⟶

理し、また処分の㝿にも➨三⪅への漏洩を㜵止するものとします。 

③ 事業⪅が⟶理する情報については、利用⪅の求めに応じてその内容を㛤

♧することとし、㛤♧の⤖果、情報のゞ正、㏣加または削㝖を求められ

た場合は、㐜滞なくㄪ査を⾜い、利用┠ⓗの㐩成に必せな⠊囲内でゞ正

➼を⾜うものとします。(㛤♧に㝿して」写料などが必せな場合は利用

⪅の㈇担となります。)  
 

 

16 サービス提供のグ㘓 

① 小つ模多機⬟型居宅介ㆤの実施ごとにサービス提供のグ㘓を⾜うこととし、そのグ㘓はサ

ービス提供の日から㸳年㛫保存します。利用⪅は、事業⪅に対して保存されるサービス提

供グ㘓の㜀ぴ及び」写物の交付をㄳ求することができます。 

 

17 地域との㐃携について 

①㐠営に当たっては、地域住民又はその⮬発ⓗな活動➼との㐃携及び協力を⾜う➼地域との交

流に努めます。 

②小つ模多機⬟型居宅介ㆤの提供に当たっては、利用⪅、利用⪅の家族、地域住民の代⾲⪅、

本事業所が所在する圏域の地域包括支援センターの⫋員、小つ模多機⬟型居宅介ㆤについて

▱ぢを有する⪅➼により構成される協㆟会㸦以下、この㡯において「㐠営推㐍会㆟」とゝい

ます。㸧をタ⨨し、おおむね㸰月に㸯回以上㐠営推㐍会㆟を㛤催します。 

③㐠営推㐍会㆟に対し、㏻いサービス及び宿泊サービスの提供回数➼の活動状況を報告し、㐠

営推㐍会㆟によるホ価を受けるとともに、㐠営推㐍会㆟から必せなせ望、助ゝ➼を⫈く機会

をタけます。また、報告・ホ価・せ望・助ゝ➼についてのグ㘓を作成し、公⾲します。 

④ ➨三⪅ホ価は実施しておりません。 

 

 

 



 

 

18 㔜せ事㡯ㄝ明の年月日 

 

この㔜せ事㡯ㄝ明書のㄝ明年月日              年     月     日 

 

 

上グ内容について、利用⪅にㄝ明を⾜いました。 

事

業

⪅ 

所 在 地 ⩌㤿┴㧗崎市⟪㒓町ⓑ川 2235 

法 人 名 株式会♫ フィル 

代 ⾲ ⪅ 名 㧘橋 昌⨾      㧘橋 のりこ                 印 

事 業 所 名 小つ模多機⬟ クオリア 

ㄝ明⪅氏名 印 

 

 

 事業⪅から上グ内容のㄝ明を受け、内容について同意し、㔜せ事㡯ㄝ明書の交付を受

けました。 

  また、個人情報の取り扱いについてㄝ明を受け、同意しました。 

利用⪅ 

住   所 
 

氏   名 印 

 

 

⚾は、本人に代わり、上グ⨫名を⾜いました。 

⚾は、本人の契⣙意思を☜ㄆしました。 

代理人 

⨫名の代⾜を 

  した理由 

 

本 人 と の 

㛵  係 

 

住     所 
 

氏    名 印 

 

 


